
１５．直行練習場

四角く区切られた道の棒を触りながら前進

する。角が来ると上に伸びた棒をさわり鈴を鳴

らし，確認しながら進む練習をする。

＜京都府立盲学校蔵＞

１６．打毬（だきゅう音場）

 『古河氏盲啞教育史』にはこう述べる。 

「打毬聴音場は盲生をして金石糸竹匏（ほう）

土草木の八音を感覚せしむる所より全面に的

を掲げ盲生をして毬を投げ之に中てしむ。（後

略）」

つまり，壁に玉を投げ当たった場所の様々な

音を聞いて空間を認知するのである。

＜京都府立盲学校蔵＞

１７．方向感覚渦線場

同じく，『古河氏盲啞教育史』にはこう述べ

る。

「渦線場は盲生をして方向の感覚を知らしむ

る所なり。入口は必ず正面よりす。正東の直行

路に入り二間計（ばかり）直行中太陽の光線は

我面部の何れを照らし，風は何れの方向より吹

き来るかを予知せしむ。（後略）」渦巻き線の

中を歩き，その位置の東西南北を把握させるの

である。

＜京都府立盲学校蔵＞



１８．木刻凸文字

当時の大蔵省大書記官得能良介が製作した

物。

得能が東京盲啞院開院を見越して製作したが， 

既に京都盲啞院が創立経営していることを聞

き，明治１２年７月頃，贈ったもの。

＜京都府立盲学校蔵＞

１９．盲生凸字学書

１８のような木刻であれば強く，長い間使用

できる。しかし，一つを製作するのに時間がか

かるため，大量に作れる紙製の凸字学書を考案

した。この紙は土佐紙を使用した。やや粘りけ

のある素材である。

＜京都府立盲学校蔵＞

２０．盲生が墨字で書いた文字

 明治１１年に京都盲啞院ができたが，まだ日

本には点字ができていなかった。そこでいろい

ろな教材が工夫された。こより文字・まつやに

文字・ろうばん文字・陶器文字・紙テープ文字

などがそうである。これは，当時の盲生が書い

た墨字である。

＜京都府立盲学校蔵＞



２１．盲生が墨字で書いた手紙

 開院当時の京都盲啞院では，墨字をいろ

いろな方法で盲生に教えることに力を注

いだ。その結果，盲生であってもここまで

墨字での手紙が書けたという成果がここ

に残っている。

＜京都府立盲学校蔵＞

２２．盲生が墨字で書いた手紙（小島てつ女）

２１を一部拡大した物。盲生でも学習によってここまで

墨字が書けるといえるが，これは中でも優秀な生徒で，盲

生が墨字を習得することは想像以上に困難なことであり，

挫折し院を去る者が多かった。

＜京都府立盲学校蔵＞

２３．シャール・バルビエ（1767 ～1841）

仏国砲兵士官であったバルビエは従来の線文字から点字にかえ

た最初の人である。考案した動機は盲人のためではなく，軍の暗号

のためだった。

＜筑波大学附属視覚特別支援学校蔵＞


